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: 羽田七福いなり
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大森羽田・海岸線
うつりかわり地図

　この地図は大田区の大森から羽田にかけ
ての海 岸線の今昔を比較したものです。日本
の近代化に伴って、いかに海辺が変化したか
が分かります。
　西は多摩川に接し南には東京湾が広がる
大田区の地は、歴史的に水と深い係わりを持
ってきました。江戸時代から昭和初期まで、大
田の人々は海、河川からの恵みを糧として漁
業、農業を中心に生活をしてきました。しかし日
本の工業化、国際化の進展に伴い、京浜工
業地帯の出現、空の玄関である羽田空港の
建設、物流の拡充を目的とした東京湾の整備
等が海岸線に劇的な変化をもたらせ、大田の
海辺の風景は一変しました。

　その昔、江戸前の海の幸を生業としてきた
痕跡はどこに残されているのでしょうか？　旧
東海道の名残をとどめている「美原通り」、当
時はすぐそばに、多くの漁船が営む海が迫っ
ていました。現在はその面影を「大森ふるさと
の浜辺公園」に見ることができます。「美原通
り」の中ほどにある内川橋のたもとから羽田に
抜ける小道「羽田道」は、漁業関係者にとっ
て馴染みの深い通りでした。昭和初期まで大
森、羽田沖で獲れた蝦蛄（しゃこ）、蟹、白魚、
海苔等を大八車に積んだ行商人が「羽田道」
を通って日本橋や築地の市場へと目指し、下
町で暮らす庶民の食卓に新鮮な魚介が届け
られたのです。

　漁業は昔も今も自然に左右される宿命を持
っています。そこで、人々は身の安全、生活の
安定を神 仏に心を込めて祈ってきました。「羽
田道」周辺には漁業と係わりのある寺社、稲
荷、記念碑等が沢山残されています。それらは、
海苔養殖の終焉を伝える「貴舩神社」、源義
経の海苔伝説が伝わる「三輪厳島神社」、
風浪から村を防いだとされる「穴守稲荷神社」、
漁の吉兆を表す「かもめ稲荷神社」、豊漁を
願う「白魚神社」。そして不幸にして海で災害
にあった人々を弔う「海南供養塔」であったり
します。
　その昔の街道、行商路をゆっくりと歩き、自
社に立ち寄って故事をひもとくのも「まちめぐり」
の楽しさのひとつではないでしょうか。


